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大和川上流部では、社会全体で常に洪水に備える「水防災意識社会」の再構築を目的に、沿川１１市町、
奈良県、国が昨年「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく取組方針を策定し、減災対策に取り組んで
います。
大和川上流部では、今回より新たに対象を奈良県が管理する区間まで拡大したことにより、１３市町村
が新たに加わり、２４市町村となりました。
また、協議会では、策定した取組方針に基づき、各機関の取組状況の報告などフォローアップを行いま
した。

『第３回大和川上流部大規模氾濫に関する減災対策協議会』開催
～大規模水害に備えて、主体的な避難ができる地域社会を目指す～

委員の方の主な発言

○地域により立地条件や浸水状況が異なるため、
地域性を生かした減災の取組を考える必要が
ある。
○大規模水害に対する取組の検討も必要ではあ
るが、支川では近年出水でも浸水が発生してい
る実情であるため、10～30年に1度の洪水に対
する対策も充実する必要がある。
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【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 調査課
〒５８３－０００１ 大阪府藤井寺市川北３－８－３３ ＴＥＬ ０７２－９７１－１３８１

○ 日時：平成２９年８月３０日（水）
１５：００～１６：００

○ 会場：リーベル王寺（王寺町地域交流センター）
東館５階リーベルホール

○ 構成員：３１名（代理含む）

概要

協議会の構成メンバー

減災のための取組

想定最大降雨を対象とした
ハザードマップへの更新・周知

出席者の様子

－ 大和川河川事務所 －
Ｈ29.8.30

防災教育の実施
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